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　JR東日本旅客鉄道株式会社、東京大学生産技術
研究所の岸利治准教授、横浜国立大学の細田暁准
教授らは、産学連携による共同研究によって、コ
ンクリートに発生したクラックを自ら治癒する機
能を有する「自己治癒コンクリート」を開発した
ことを2008年2月に発表した。
　コンクリート構造物は、硬化中の温度変化や収
縮による体積変化、外力の作用、施工不良などに
よってクラックが発生する可能性がある。クラッ
クの発生機構は複雑で多くは複数の原因に拠る。
このクラックに水分が浸入することによる漏水、
凍結融解によるクラック拡大、クラックが起因す
る鉄筋の発
は っ せ い
錆などにより、構造物の美観、機能、
耐久性が損なわれ、最悪の場合には人的被害にも
つながる。その対策としては、クラック部に充填
剤の注入による補修や防水工、止水工などを施工
する方法が取られてきた。このような対策ではコ
スト増加が避けられず、劣化進行状況によっては
構造物全体を作り換えなければならないこともあ
る。
　構造物のメンテナンスフリー化の観点から、ク
ラックが発生しても自己修復あるいは自己治癒で
きるコンクリートの研究開発は、世界的にも注目
されつつある。2007年4月にはオランダのノール
ドワイクにおいて、セメント系材料を含む10分野
の自己治癒材料を専門に扱った初めての自己治癒
材料国際会議が開催された。コンクリート分野で
は、日本から上記の共同研究チームが3件の研究
発表を行った。これまで、世界的に突出した研究
成果がほとんど得られていなかったため、この共
同研究チームの行った研究発表には多くの関心が
寄せられた。一方、国内においては、2007年6月
から（社）日本コンクリート工学協会に、セメント
系材料の自己修復性の評価とその利用法研究委員
会が設置された。ここでは、自己治癒に関する情
報の取りまとめや情報発信を行う活動が行われて
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おり、上記の共同研究チームも参加している。
　上記の共同研究チームが開発したコンクリート
のセメントには、組成物として炭酸基を有する塩
などと、反応性を抑制した生石灰を含む特殊な混
和材などが含まれる。このため、構造物にクラッ
クが生じた場合でも、そのクラック部分に水分が
浸入すると、開発した特殊な混和材などが反応し、
炭酸化合物が析出してクラック部分を修復する。
生成した炭酸化合物は水への溶解生が低いことか
ら、修復された部分の止水性は高く、0.1MPaの水
圧に耐える。また、クラック幅0.4mmが約28日
で閉塞した事例が報告されている（図表）。静止水
に浸漬した状態だけでなく、ひび割れ間をつねに
水が流れる状態での修復も確認している。研究グ
ループはさらに高性能の自己治癒コンクリートの
開発を続けている。例えば、水和反応が収束した
ような長期材齢のコンクリートクラックの場合で
も、クラックへの水分浸入により数日程度で修復
するような材料を目指している。
　現在公表されている自己治癒コンクリートの価
格は、一般のコンクリートより1立方ｍ当たり数
千円程度高い。しかし、クラック補修や防水工を
省けることにより、維持コストが低減できること
から、需要の増大が望める。さらに高性能でより
安価な自己治癒コンクリート材料の開発も期待さ
れている。
コンクリートクラックの閉塞状況
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